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Abstract 

A number ofvolumes on the AjaI)ta paintings has been published since its rediscovery in 1819， 

but research on the decorative motifs is limited. The major works on the AjaI)ta Paintings published 
by John Griffith and by Ghulam Yazdani contains some data of decorative motifs， however， several 
unsuccessful attempts at conservation made any further research on the devotional and ornamental 

paintings quite difficult and no introduction of those paintings has been offered so far. In this 

article， 1 report the decorative motifs in AjaI)ta Cave XVII based upon a field survey in August 2000 

and March， 2001. 

はじめに

アジャンター AjaI)ta(N. 20032; E. 75045)の石窟群はインド、マハーラーシュトラ州アウランガー

バード県の北100kmに位置する O デッカン台地に広がる、西ガーツ山脈の支脈が交差する山間の、狭

く轡曲した峡谷を見下ろす高さ約76mの馬蹄形の岩壁に未完成窟を含め、 30窟が開撃されている O こ

れらは紀元前後を中心とする前期石窟と現在のパーシム周辺を都とした西ヴァーカータカ朝を背景に

造営された後期石窟からなる O

1819年の発見以来、約 2世紀に亙り、建築、絵画、銘文そして編年に関する膨大な調査報告や論文

等が公刊されてきた 1。パージェスやグリフィス、ヤズダニ 2といった初期の研究者に始まり、壁画研

究の分野では 20世紀後半フーシェやシュリングロフ 3らが、最も関心が注がれた説話画の主題解釈や

場面比定に多大な成果を粛した。しかしながら、いくつかの間題点もある O 第一に、シュリングロフに

よって氏の研究の集成ともいえる『アジャンターJが昨年出版されたが、不明瞭な線図と現存の文献に

のみ基づいた場面比定も少なくなく、場面解釈やそれに纏わる説話画の表現方法において再検討の余

地がある点である。第二に、両氏の研究は説話画の解釈に重点を置き、石窟を荘厳する他の装飾につい

ては殆ど触れていない点である。それは、グリフイスによる“ThePαintingsin the Buddhist Cαue 

Temples of Aj，αntα"やヤズダニの“Aj，αntα" に既に部分的に装飾モティーフが紹介されていたこと、

そして劣悪な壁画の保存状態において確認しうる壁面に限界があることが、現在に至るまで網羅的な

紹介を困難にしている原因の一つであろう O

本稿では、第二点に注目し、必ずしも保存状態が良好とはいえないが壁画の残存面積の最も多い第17

窟の窟内装飾を紹介したい。第17窟を選択した理由は、当窟が一連の絵画制作が中断することなく完

成されたとみられ、通常の制作過程において石窟の側面に描かれる説話画より当然先に描かれる天井
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